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慣れるもなにも、ペプチド固相合成は標準プロトコルがあって、特別な用途の合成でなければ、正直選択する必要もないです。

https://pt.slideshare.net/SANTOSHKUMARSAHOO8/t-boc-fmoc-protocols-in-peptide-synthesis



固相合成の二大アプリケーションは、ペプチド合成と核酸合成です。 
実は、DNAはペプチドよりももっと簡単に合成できます。 

必要な配列のDNAを作ってくれる受託合成会社がたくさんあるのですが、 

ここに欲しい配列をネット経由で送れば、（長さにもよりますが40mer位以下であれば） 

次の朝にはその配列のDNAがバイク便で届きます。 

しかも1mer当たりの値段は20-30円。40merのDNAでも1000円しません。破格。これも固相合成のお陰です。

参考

https://doi.org/10.1126/science.1057324

糖鎖の固相合成法も一応報告あり

有機小分子の固相合成法/自動化法もいろいろと報告あり

https://doi.org/10.1021/cc1001617
https://doi.org/10.1126/science.aaa5414

分子量1万以上！
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有機 実験 が 始まっ た ペプチド 固相 合成 機の ありがたみ が

身 に しみ て わかる よう に なりました 。

なお、高分子は比較的固相合成と相性がよい。（同じ/似たユニットの繰り返しであることがおおいため）。 

その一例は、https://doi.org/10.1021/jo0607212



一般的な生物有機化学のテキストや生化学のテキストに沿った講義をすると、覚える系になりがちなのですが、 
できるだけ、有機化学全般（特にカルボニル化学）の知識を復習できるように誘導した内容にしたつもりです。 

進振（＆ 有機化学が教養の必修科目になっていないため）の関係で、 

東大はどの学科も有機化学ほぼ全範囲を2年秋学期以降に詰め込まなければならないので、大変だと思います。 

有機化学は体系だって勉強できる科目だと思うので、頑張ってみて下さい。

ぼくもかなしい。 
テスト前の一夜漬けでも良いので、リトライしてみて下さい。
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正直、次の講義までにコメントを回収してレスポンスするのは面倒ではあるのですが、 
毎年同じ講義するより、僕にとっても刺激があるのでやってます。 

なにより、前回の内容の復習＆掘り下げに最適だと思って。 
あんまし時間かけると本題が進まなくなっちゃうんですけどね。 
今年も皆さんから復習＆掘り下げに適した質問/コメントがきて良かったです。 

こちらこそ、おつかれさまでした。 



演習問題（quiz	for	taking	a.endance）
1. Provide	a	reacEon	scheme	where	Ac-Gly-Ala-OEt	is	synthesized	from	free	amino	

acids	and	general	organic	reagents.



演習問題（quiz	for	taking	a.endance）
2. Provide	a	reacEon	mechanism	for	the	final	cleavage	step	of	SPPS	from	a	resin.

To avoid undesirable side reactions caused by the carbocation generated, we generally add “radical scavengers” 
into the cleavage mixture, such as thiols (R-SH) and triisopropyl silane [(iPr)3SiH]. 


